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　10月27日「FUN RUN（楽しく走ろう）」をテーマに、2013久米島マラソンが開催されました。フル、ハーフ、
10キロ、5キロの計4種目に、県内外から計1,662人（久米島町からは599人）がエントリーしました。 
　今大会は、台風の影響で前日のフェリーが全便欠航となってしまい、大会当日の出走者数は、1,329人となり
ました。このうち、1,297人が完走。完走率は97.59％でした。 
　また、平成26年5月に開催される仙台国際ハーフマラソンの招待選手はハーフマラソンの部で男子11位と
なった江﨑義治さんと女子3位となった比嘉聡子さんが選ばれました。

第25回記念大会 2013 久米島マラソン開催

2013 久米島マラソン協賛会社
株式会社 久米島の久米仙●沖縄セルラー電話株式会社●沖縄コカ・コーラボトリング㈱●琉球セメント株式会社●日本トランスオーシャン
航空株式会社●琉球エアーコミューター株式会社●オリオンビール株式会社●株式会社イー・エス・エス●株式会社自然の恵み●久米商船株
式会社●久米島海洋深層水開発㈱●阿嘉食品株式会社●純水企画開発●株式会社ウォーターワン沖縄 久米島工場●琉球物流株式会社●株
式会社 沖縄ダイケン●久米島町測量設計同志会●琉球ガラス村●光通信工業株式会社●久米島町設計協力会●米島酒造所●㈱琉球銀行 久
米島支店●沖縄電力株式会社●㈱久米島物産公社●株式会社富士建設●久米島製糖株式会社●㈱ポイントピュール●イーフビーチホテル●リ
ゾートホテル 久米アイランド●ホームプラザ よしなが●㈲仲里石油商会●㈲真栄堂●久米島ガス㈱●久米島工業開発㈱●久米島漁業協同組
合●リコージャパン㈱ 沖縄支社●菊文具店●久米島琉球セメント販売㈱●沖縄県農業協同組合 久米島支店●久米島紬事業協同組合●㈲具
志川石油商会●ラッキーゲイト●久米建設株式会社●山城薬局●ベスト電器久米島店●南西興産株式会社●株式会社エポック●たいよう薬
局●㈲ねは家具木工●長井商店●マーケット吉浜●主婦の店●久米総合開発株式会社●ジャパレン久米島営業所●ココストア久米島イーフ
ビーチ前店●ココストア久米島仲泊店●金秀建設株式会社●久米島清掃協同組合●サイプレスリゾート久米島●株式会社 協和建設コンサル
タント●お菓子の店しまふく●株式会社 LOHAS 沖縄●㈲ハマユウキ●㈱佐久本工機 久米島営業所●清水建設・金秀建設・宮城組特定建設
工事共同企業体●沖縄ゼロックス株式会社●久米島町建設業協議会●盛重機●㈱高良建設●㈱高大建設●㈱儀間建設●㈲新光建設●宮里住
設●㈲大田土木●㈱ひらた産業●備瀬建機●山城電機サービス●許田ガラス●沖縄ヤクルト㈱ 久米島営業所●㈱ゼネシス エンジニアリング
事業部●株式会社 大洋土木コンサルタント●豊里ミート 久米島営業所●野村冷凍所●株式会社 丸島建設コンサルタント●株式会社 タバタ
●株式会社 トーエイ●有限会社 スナベテント （順不同）

5km女子5km男子
年代
一般
一般
一般
３５代
４０代
４５代
５０代
５５代
６０代

順位
1
2
3
1
1
2
3
3
1

ゼッケン
5115
5124
5134
5150
5163
5178
5184
5197
5204

　 名 前 　
古 堅　那 奈
永 田　瑠 加
濱 元　香 乃
安 里　ま き
田 島　淑 江
木 村　麗 子
比嘉あや子
喜納ひろみ
松 川　慶 子

記録
0:29:59
0:33:04
0:33:06
0:25:31
0:32:28
0:29:59
0:32:22
0:39:13
0:28:16

年代
一般
一般
３０代
３５代
３５代
４０代
４５代
４５代
５０代

順位
2
3
3
1
3
3
1
3
3

ゼッケン
5005
5003
5011
5021
5022
5024
5035
5037
5046

　 名 前 　
山 城　聖 也
東 江    　剛
糸 数　正 樹
平 田　政 健
與 座   　 勉
関　    正 憲
喜友里ヒロシ
樂 満　克 也
吉 武　政 志

記録
0:25:22
0:27:30
0:24:42
0:26:38
0:41:17
0:29:00
0:24:52
0:28:32
0:26:21

10km男子
年代
一般
３０代
３０代
４５代
４５代
５０代
５０代
６０代

順位
2
1
2
2
3
1
2
2

ゼッケン
1008
1045
1042
1098
1094
1107
1111
1145

　名前　
津 田    　瑛
国 吉　安 史
末 吉　可 季
仲与志　  勇
宮 平　信 也
眞境名  光吉
上 里　憲 男
中 川　    修

記録
0:40:25
0:55:18
0:59:50
0:48:19
0:55:06
0:48:39
0:54:02
0:51:58

ハーフ男子
年代
３０代
４０代
４０代
６０代

順位
3
2
3
3

ゼッケン
2196
2274
2284
2441

　 名 前 　
棚 原　翔 太
江﨑　義 治
宮 里　幸 英
宇江城昌勝

記録
1:47:48
1:33:27
1:40:30
2:11:21

ハーフ女子
年代
一般
３０代
３５代
５０代
５０代

順位
3
1
2
2
3

ゼッケン
2562
2592
2621
2695
2692

　名前　
野川　碧
比嘉　聡子
吉元　歩子
平良　美幸
仲村美智子

記録
2:12:33
1:38:56
1:46:38
2:13:36
2:15:48

10km女子
年代
一般
３５代
４５代
５０代

順位
1
1
3
3

ゼッケン
1176
1275
1302
1312

　 名 前 　
國吉砂緒里
伊関亜里砂
小林美智子
竹 内　靖 子

記録
0:52:25
0:57:13
1:11:49
1:14:34

島内年代別入賞者



　今年で12回目となる「久米島町文化祭」(久米島町
文化協会主催）が、11月2日・3日、具志川改善セン
ターにて開催されました。 
　2日〈展示の部〉は、文化協会各部会の活動発表や、
写真・絵画・書・工芸などの作品の展示を行いました。
また茶道部会と子どもたちによるお茶会が開かれ、来
場者に振る舞われました。その他、デイサービス利用者
のみなさんが制作した作品も多く展示され、会場を彩
りました。 
　3日〈舞台の部〉は、古典音楽斉唱で華 し々く幕が開
くと、琴や三線などの古典・民謡、舞踊、空手、島くとぅ
ば、カラオケなど様々な演目が披露されました。出演団
体は12組、子どもから大人まで約100人が、島の文化
である芸能・武道などを発表し、魅力あふれる舞台で
観客を楽しませました。園児・小学生の舞踊ではそのか
わいらしい姿に会場から笑顔と拍手の渦が巻き起こり
ました。琉球音楽・舞踊も、観客から自然と手拍子が起
こり、舞台・会場の皆さんが一体となって楽しんでいまし
た。舞台を観覧した小学生は、「三線を習い始めたの
で、頑張って練習して、来年は自分も舞台に立ちたい」と

目を輝かせて話しました。約300人の来場者は、バラエ
ティーに富んだ舞台を観覧し、芸術の秋を満喫したよ
うです。 

励に習学・習練らか頃日「、は長会勇田宮 会協化文　
んでいる成果を文化の日に集大成として発表し、更な
る質の向上を目指して毎年開催している。近年、町民の
文化に対する意識が高揚してきたと思う。多くの町民が
先代から受け継がれた島の文化に誇りを持ち、子々
孫 ま々で伝え発展させることで、地域の活性化、島の発
展につなげたい。」と話しました。

　5月にスタートした「やさしい手話教室～基礎・入門
編～」（教育委員会主催）が、10月28日に全18回の日
程を終え閉講式が行われました。 
　この学習会は今年度で5年目となり、今期は15人の
受講生が参加しました。受講生のほとんどが手話初心
者でしたが、ゲームやグループ学習・発表などで交流
し、意欲的に楽しく手話を学びました。 
　最終日には、手話での自己紹介を行い、勉強してき

た成果を発表し、その後の閉講式では講師から一人一
人に修了証書が交付されました。受講生の宮城綾香さ
んは、「初心者でも分かりやすく、楽しく手話を学ぶこと
ができました。また、聞こえない人が普段どのように感じ
ているのか知ることもできました。今後は手話検定の合
格を目指して頑張りたいです」と、抱負を話しました。 
　閉講式の後は町の手話サークル「くめしゅわ」との交

ました。手話サークルは講座修了生がメンバーとなり、
勉強会や手話歌の練習、施設訪問などの活動をしてお
り、今期の受講生からも参入予定です。 
　また、受講生の中には更なるステップアップを目指し
手話技能検定に挑戦する方もおり、合格に向けて勉強
会を実施しています。 
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お問
合せ

教育委員会
 ☎ 985-2287
FAX985-2856

第 回久米島町文化祭 開催

平成 年度やさしい手話教室 閉講式平成 年度やさしい手話教室 閉講式



ほたる号は、子どもから大人まで楽しめる、たくさんの絵本や本をのせています。
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お問
合せ

教育課　社会教育班
☎985-2287

◆講習会の報告
　11月16日に具志川改善センターにて「沖縄県子どもの本研究会による講習会」が開催
されました。読み聞かせに興味がある方、取り組んでいる方などが来場し、読み聞かせのプ
ロ2人による講習や実演から多くのことを学びました。 
　講師の平田千枝子さんは子どもの年齢に合わせた読み聞かせの方法、子どもを本に引
き込ませるコツ、読書が子どもに与える効果など、実例を交えてわかりやすく話し、おすすめ
の本をたくさん紹介しました。
　もう一人の講師大城貴子さんは、小学校で長年読み聞かせを続けており、学校での児童
の父母による読み聞かせの取り組みなどを紹介しました。学校図書司書―学校教員―父母
がお互いに話し合い、テーマづくり、適切な選書、児童の様子の連絡・報告を行うことが大切だと話しました。 

 。すまし介紹てに）定予行発月21（」りよだ号るたほ「版面紙、は容内いし詳の会習講のこ　

◆「久米島町子ども読書まつり」開催 
　11月17日、具志川改善センターにて「久米島町子ども読書まつり」が開催されました。
（町教育委員会・主催、沖縄県子どもの本研究会・協力）　このイベントは、小さいころから
本に触れ親しむことで読書の楽しさを知り、言葉や想像力、表現力などを豊かにすることを
目的として、毎年秋の「読書週間」の時期に合わせて開催しています。今回は、3団体の読み
聞かせの実演と、本の展示販売「ブックフェア―」が行われ、約200人の来場者で賑わいま
した。 
　会場では町内各小・中学校の読書推進の取り組みの様子をポスター展示し、日頃の児童生徒の読書への姿勢が紹介されました。 
　開会行事では、移動図書館「ほたる号」の多読賞表彰（清水小2年岡崎沙南さん、清水小2年仲宗根百花さん、大岳小5年宮里海

ンバンカリフア「、劇形人やいばし紙型大の」るくくのぎくふ「ルクーサるいてし躍活で内町、はせか聞み読 。たしまれわ行が）んさ斗
ドtumba（トゥンバ）とママさん・パパさん」による、絵本に太鼓などの音楽を合わせた読み聞かせ、そして「沖縄県子どもの本研究
会」の紙芝居、人形劇、童話や絵本の読み聞かせ、言葉遊び、パネルシアターなど、様々な実演が行われました。 
　また、会場には「手づくりコーナー」が用意され、まつぼっくりデコレーション、びゅんびゅんゴマ、しかけ絵本づくりを子どもたちや
親子の皆さんが楽しんでいました。ロビーで行われたブックフェア―では、あかちゃんから大人向けまでたくさんの本が展示販売さ
れ、来場者は1冊1冊本を手に取り読んでみて、楽しそうに選んでいました。 
　近ごろ、学校などでの読み聞かせを積極的に取り組んでいる方々が増えてきたようです。本を読むのが苦手な子も、誰かに読んで
もらうことで本に興味を持ち、自分で読めるようになることが期待できます。また、「読んでもらった」という温もりは情操を豊かにし、
本とともに人と人のつながりを深めます。今後も是非、多くの皆さんに読み聞かせに参加してほしいと思います。 

◆読書まつり「手づくりコーナー」 
　11月17日の読書まつりにて開催された「手づくりコーナー」の様子を紹介します。 
まつぼっくりデコレーション…金色まつぼっくりにビーズをつけてクリスマスっぽく飾り付
けしました。 
びゅんびゅんゴマ…牛乳パックとタコ糸でコマを作り、絵を描いて完成！みんな楽しそう
に回していました。 
しかけ絵本…画用紙を切るだけでできるかんたん絵本。お話を考えて4ページ絵を描け
ば、オリジナル絵本に！ 

※当日参加できなかった方は、ほたる号でもチャレンジできますので遊びに来てくださいね！
（但し、数に限りがあります）

 　読書を通じて様々な学びを得る機会を提供することを目的として、町内６ヶ所を巡回する移動図書館です。幼
児向けから大人向けまで、約 冊の本を載せています。ほたる号は目に止まりやすく、本を気軽に手に取ること
ができるので、短い時間でも本に触れ、本に親しんでほしいと思っています。 

ほたる号
とは

◆１２月の運行スケジュール◆ 
◆清 水 小… /4（水）、 / （水） 午後3: ～5:  
◆比屋定小… /5（木）、 / （木） 午後3: ～5:  
◆久米島小… /6（金）、 / （金） 午後3: ～5:  
◆美 崎 小… / （水）午後3: ～5:
　　　　　　 / （火）午後3: ～5:  

◆仲里庁舎… / （木）、 / （木） 午後4: ～5:  
◆大 岳 小… / （金）午後3: ～5:
　　　　　　 / （水）午後1: ～2:  

※小学校の冬休み期間中は、ほたる号はお休みとなります。（ / ～1/7） 
※運行時間は、学校の下校時間に合わせています。 
※天候などの理由により、運休や運行時間を短縮することがあります。 
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学　推
だより

知恵（地恵）の輪（和）

　「幼児児童生徒一人一人『確かな学力』を向上させ、『生きる力』を育む　～
島に誇りを持ち、心に夢を持てる幼児児童生徒の育成」を目標に久米島町学
力向上推進実践発表会が1１月１０日に開催されました。
一昨年度から各中学校ブロックごとの発表会となり、今回は多くの学校・地
域・保護者の参加（全参加者約４00人）ありがとうございました。
これからも学校・家庭・地域が連携を取
り合い、島の宝物、子どもたちのために
力を合わせて取り組んでいきましょう。

久米島中ブロック

仲里中ブロック

久米島西中ブロック

お問合せ 教育課　☎985-2287

「地域教育資源の活用」と「個への支援」を通した
生徒一人一人の「確かな学力向上」を目指した取り組み

確かな学力を向上させ生きる力をはぐくむ取り組み
～家庭と連携した取り組みを通して～

学んだことを活用し思いや考えを豊かに表現し合う子どもの育成
～国語科における「読み解く力」の指導を通して～＜紙面発表＞

久米島西中 「学習意欲を高め、 確かな学力を向上させる授業の工夫」

清 水 幼 小 児童一人一人の「確かな学力」を向上させ、
　　　　　　　　　　　　　　「生きる力」を育む取り組み

系統性を意識した学習環境作りの共通実践

久 米 島 中

久米島幼小

比屋定幼小

『育てよう！！確かな学力を身につけた美崎っ子
　　　　　　　　　　　　　　　　　学校・家庭・地域の力で～』

仲里中ブロック学力向上推進実践発表会
輝け、島の宝（子どもたち）!!
　　　　　　　　　我々大人が立ちあがろう!!

美 崎 幼 小

「児童の理解力・表現力を高める学校・家庭・地域の連携した取り組み」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜紙面発表＞

仲 里 幼 小

確かな学力を身につけ夢を持ち、逞しく生きることのできる生徒の育成
             ～生徒の実態に応じた指導方法の工夫～仲 　里 　中

家庭・地域で 声かけ 関わり合い

久米島町学力向上推進目標
幼児児童生徒一人一人の
「確かな学力」を向上させ、
「生きる力」を育む

～島に誇りを持ち、心に夢を持てる
幼児児童生徒の育成～

大 岳 幼 小

平成25年度 久米島西中ブロック学推実践発表会

ちゅら学び!ちゅら島!ちゅら未来!

久米島町学力向上推進実践発表会
　　　　　　　（嘉儀山大会）
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税務課からのお知らせ

平成26年度からの町・県民税 主な改正点
改　正　点　①

　東日本大震災からの復興、防災・減災事業について、財源
を確保するための臨時特例措置として「復興特別税」として
平成26年度から町民税、県民税均等割額がそれぞれ500
円づつ引上げられます。
　期間は平成26年度から平成35年度までの10年間。

　給与等の収入額が1,500万円を超える場合の給与所得控除については、 245万円を定額 とすることとされました。
）合場の超円万000,1が額金入収の等与給（〉除控得所与給〈

均等割額（年額） 
県民税
町民税
合　計

改正前
1,000円
3,000円
4,000円

改正後
1,500円
3,500円
5,000円

1,000万円超1,500万円以下
1,500万円超

給与収入金額
改　正　前

給与等収入金額×5％+170万円

改　正　後
給与等収入金額×5％+170万円

245万円

給与所得控除額 

※町・県民税は平成26年度から所得税は平成25年度から適用。

公的年金受給者が寡婦（寡夫）控除を受けようとする場合の個人住民税申告手続きが簡素
化されました。
　公的年金等に係る所得以外の所得がなかった方が「寡婦（寡夫）控除」を受けようとする場合、個人住民税の申告書
の提出が不要となりました。
　ただし、年金保険者に提出する「扶養控除申告書」に「寡婦（寡夫）」の記載を忘れたり、扶養控除申告書を提出しな
かった方は、寡婦（寡夫）控除が適用されません。
　これまでどおり控除の適用を受ける場合は、確定申告又は町・県民税申告書の提出が必要となります。

改　　正　　前 改　　正　　後
①+②の合計額
①寄付金額（総所得額の30％を限度とする）－
　2,000円×10％
②（寄付金額－2,000円）×（90％－0～40％）
（所得税の限界税率）
　ただし、②の額は町・県民税の所得割の10％が
　限度です。

①+②の合計額
①寄付金額（総所得額の30％を限度とする）－
　 2,000円×10％
②（寄付金額－2,000円）×（90％－0～40％）
　（所得税の限界税率）×1.021
　ただし、②の額は町・県民税の所得割の10％が
　限度です。

町・県民税　均等割額が引上げられます。

改　正　点　②
給与所得控除額が見直されました。

改　正　点　③

寄付金税額控除の見直し
　平成25年から平成49年までの間、復興特別所得税が課税されることに伴い、所得税額を課税標準とする復興特別
所得税額も軽減されることになります。
　それに伴い、都道府県、市町村に対しての寄付金（ふるさと納税）に係る寄付金税額控除について、平成26年度から
平成50年度までの間に限り、復興特別所得税分（100分の2.1）に相当する率を減ずる調整が行われます。

改　正　点　④

お問
合せ

税務課
☎985‐7127
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島 人 に 熱 い メ ッ セ ー ジ
南島詩人・平田大一氏講演会

　10月22日、平田大一氏が久米島高校に来校し、「一流
の島人になりたい！視点は郷土、視野は世界の生き方に学
ぶ」というテーマで講演会を行いました。
　南島詩人・平田大一氏は、沖縄文化の新ジャンルとして
注目を集める現代版組踊の舞台演出を多数手掛け、現在
は公益財団法人沖縄県文化振興会理事長として「沖縄文
化の司令塔役」に徹し、文化に軸足を置いた新たな地域活
性化のモデルづくりのトップランナーとして活躍しています。 
　平田氏は八重山諸島小浜島出身で、同じ離島で過ごし
た学生時代の体験談から「生まれた島にあるものの価値に
気付き、歴史観や詩心を持って、進むべき道を自分でしっか
りと決めて歩んで欲しい」と熱いメッセージを送りました。話
の合間には、南島詩人として作詞作曲した曲を笛や太鼓で
披露し、舞台演出家らしい講演で参加者を惹きつけました。 
　１年生の宇江城星也さんは、「一流の島人になりたいと

離 島 研 修 が 行 わ れ ま し た
沖縄県商工会青年部連合会南部支部

　11月9日、久米島町を含む南部10市町村で構成されて
いる沖縄県商工会青年部連合会南部支部による離島研
修が行われました。 
　3年ぶりに久米島での開催となった同青年部の研修は、
南部支部の各青年部の正副部長が参加しました。 
　島内の観光地や施設を見学し、イーフビーチにおいて
は、久米島商工青年部部員と共に合同クリーンアップも行
いました。 
　南部支部の新垣信人支部長は、「南部は一つです。同じ
仲間としてこれからも助け合っていきましょう」と話しました。

地域資源と人を活かした観光地を目指して
体験交流型観光商品開発販売促進プロジェクトチーム発足式

　10月18日、イーフ情報プラザにて体験交流型観光商品開
発販売促進プロジェクトチームの発足式が行われ、約20人
が出席しました。
　このプロジェクトチームは久米島町の自然環境、歴史、文
化、産業などの地域資源と人を活かした体験型・交流型観光
の推進を目的としています。 
　既存の島の学校プログラムをはじめ、新しい体験・交流型
観光商品の開発及び販売、修学旅行（民泊を含む）の誘致に
関する事業を進めていく予定で、住む人の暮らしやすさ、訪れ
る人の利用しやすさを常に重視し、誰でもあたたかく迎えるや
さしさにあふれた観光地であることを目指しています。

大 好 き な 島 を 描 き ま し た
第31回ＪＴＡ/ＲＡＣあおぞら図画コンクール表彰式

　10月18日、久米島町役場具志川庁舎にて第31回ＪＴ
Ａ/ＲＡＣあおぞら図画コンクール表彰式が行われ、最優
秀賞1人、優秀賞1人、佳作7人の計9人が表彰されまし
た。 
　最優秀賞に輝いたのは島袋颯真君（美崎小2年）で、
「大すき　久米島の海」という題名で、夏休みに家族と一
緒にハテの浜に行ったときの思い出を描きました。 
　その他の作品も表現力豊かで細かいところまで丁寧に
描かれており、素晴らしい作品ばかりでした。

正しいお辞儀・元気なあいさつ
マナーキッズテニス教室開催

　10月29日、美崎小学校体育館にて、マナーキッズテニス教室
が開かれ、美崎幼稚園・美崎小学校の生徒52人が参加しました。 
　はじめに、小笠原流礼法総師範の鈴木万亀子さんによる礼法
教室が行われ、その後、テニスを通して正しいお辞儀、あいさつ
の仕方などを学びました。最初は戸惑っていた子どもたちでした
が、回数を重ねるごとに段々上手になり、最後はきれいなお辞儀、
元気なあいさつができるようになりました。
　閉講式で、5年生の喜久村碧海君は「今日はとても勉強になりま
した。これからはまっすぐお辞儀をして、きちんとあいさつしていきた
いです。」と感想を述べました。

字 比 嘉 出 身 者 が 集 う
字比嘉・郷友会合同敬老会

　11月2日、比嘉公民館で字比嘉・郷友会合同敬老会が行
われました。参加者は、字比嘉在住の70歳以上の方が84人、
本島在住の比嘉郷友会からは31人の方が参加しました。 
　比嘉郷友会会長の西銘生弘さんは、「これからも色々な形
で字比嘉に協力していきます」とあいさつしました。 
　余興の部では、民謡や空手、子どもエイサーなどで会場を
盛り上げ、最後は沖縄民謡歌手の村吉茜さんによる民謡
ショーで参加者を喜ばせました。

ハ ワ イ か ら 来 島
コナワエナ高校交流生歓迎交流会

　11月9日、あじまー館にて、コナワエナ高校交流生歓迎交流会が
行われました。 
　今回は、久米島町と姉妹都市提携を結んでいるハワイ郡のコナ
ワエナ高校から、スター・チネンさん、シェイリー・ナカモトさん、オリ
ビア・マイグレットさんと、引率としてコナ沖縄県人会のシェリル・ク
ラシゲさんとその夫のネイサン・クラシゲさん夫妻の計5人が来島
しました。 
　3人の生徒はそれぞれ自己紹介を行い、スター・チネンさんは
「私のルーツは沖縄なので、今回久米島を訪れることを楽しみにして
いました」とあいさつしました。なお、自己紹介の通訳は、今年8月に
ハワイ郡を訪問した3人の久米島高校の生徒が行いました。

思った。平田さんに近づけるよう頑張っていきたい」と講演
会のお礼を述べました。講演会後には、久米島現代版組踊
「笠末若茶良」に取り組んでいる生徒たちとも活動の様子を
語りあうなど、交流を深めました。
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１．国保資格及び滞納状況の解消
（１）他保険者の把握に努め、早期に資格喪失届の提出を勧奨する。また、大幅な遅延者については、嘱託徴収員

による調査等に基づき職権で国保資格を喪失させる。
（２）所得未申告者へ文書や臨戸、電話等により申告勧奨を行い、適正課税に努める。
（３）時効完了前に納入勧奨を行うとともに、時効が完成したら迅速に不納欠損処理を行う。
（４）失業・疾病等による納付困難な世帯について、町減免規定により積極的推進を図る。
（５）非自発的失業者の軽減措置等の減免制度を国保加入者へ周知を行う。　
（６）年２回、徴収催告書を送付し、納付の勧奨を行う。

２．徴収方法の改善等の取組について
（１）短期被保険者証の交付により、滞納者との接触の機会を図り、納付指導を行う。
（２）新規加入者に対し、保険税の自主納付及び納期内納付の自覚を植え付けるため、口座振替の勧奨を行う。
（３）徴収嘱託員の訪問徴収において、口座振替の勧奨を行う。
（４）4月及び5月を徴収月間と位置づけし、収納強化を図る。
（５）滞納者に対し、療養費や児童手当の現金給付がある時は、窓口にて納税相談を行う。
（６）久米島町ホームページの一層の充実を図り、ホームページ等を通じて、国民健康保険制度の周知を図る。

３．滞納処分実施の取組について
（１）長期滞納者・悪質滞納者には、預金調査及び財産調査を行い、調査結果を検討し、滞納処分を実施する。
（２）滞納者が転出した場合は、その転出者の転出先住所での居住を確認し、転出者の財産調査を行う。

久米島町国民健康保険収納対策緊急プラン

　外務省の旅券システム更新に伴い、古い申請書
様式が使用できなくなります。11月以降に次のの
申請書以外を使用した場合は書き直しとなります
のでご注意ください。  

一般旅券発給申請書（ 年用） 
平成 年3月改正版／平成 年2月改正版／
平成 年6月改正版／平成 年9月改正版 
一般旅券発給申請書（5年用）
平成 年3月改正版／平成 年2月改正版／
平成 年6月改正版／平成 年9月改正版 
一般旅券訂正申請書
平成 年9月改正版
一般旅券査証欄増補申請書
平成 年6月改正版／平成 年9月改正版

パスポートの古い
申請書を
お持ちの方へ

お問合せ 町民課☎９８５－７１２３
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　パ・リーグを制覇し、日本シリーズに進出していた東北
楽天ゴールデンイーグルスが、日本シリーズ第7戦で、セ
リーグ覇者の巨人に3-0で勝利し、球団創設9年目で初
の日本一に輝きました。
　久米島町では、リーグ優勝決定時、クライマックスシ
リーズに引き続きパブリックビューイングを開催。今回は
約70人の町民が応援に駆けつけました。
　第6戦では、今季無敗のエース田中投手で敗戦。流れ
が巨人に傾きかけているところを第7戦先発の美馬投手
が巨人打線を6回無失点と完璧に抑え込む快投で流れ
を再び楽天イーグルスに引き寄せました。7、8回は、新人
ながら今季15勝を挙げている則本投手、9回はエース田
中投手が抑えとして登場。豪華な投手リレーで日本一を
決めました。
　優勝が決まった瞬間、日本一を待ちわびていた参加者
は喜びを爆発。指笛、カチャーシー、万歳三唱、また今回

感動をありがとう

　東北楽天ゴー
ルデンイーグル
スが、 年の春
季キャンプを久
米島町で行うこ
とが決定しまし
た。球団創設以
来、 年目となり
ます。

はビールかけも行われ、会場はこれまでにない喜びと感
動に包まれました。 
日本一おめでとう！！楽天イーグルス！！

も
年
今 キャンプ地に
　　　決定！！
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第 回全国青年大会
　「第62回全国青年大会」が11月8日～11日に
かけて東京都で開催され、久米島町青年団協議
会が軟式野球の種目に沖縄県代表として参加し
ました。 
　結果は、1回戦高知県代表と延長の末、惜しくも
0－１で敗退してしまいました。 
　様々な形で支援下さった町民の皆様、誠にあ
りがとうございました。

平成 年度久米島ミニバスケット
ボール秋季強化大会
　11月2日、「平成25年度久米島ミニバスケットボール
秋季強化大会」が清水小学校体育館にて行われました。 
試合結果は、以下のとおり 
■ Aブロック 
　1試合目：清水男子　  －  　美崎混成 
　2試合目：美崎混成　  － 　大岳混成 
　3試合目：大岳混成　  － 　清水男子 
■ Bブロック 
　1試合目：仲里女子　  － 　比屋定混成 
　2試合目：仲里女子　  － 　清水女子 
　3試合目：清水女子　  － 　比屋定混成 
■ 決勝 
　　　Aブロック1位　　　　　　Bブロック1位 
　　　清水男子　　  － 　　清水女子

久米島町女子バレーボール大会
　久米島町体育協会（会長：仲地雄二）主催の「久米島
町女子バレーボール大会」が11月7日に比屋定小学校
体育館にて行われました。
　4チームが参加し、謝名堂・イーフチームが見事接戦
を制し初制覇を果たしました。
優　勝 謝名堂・イーフ　準優勝 鳥島ゆんたくアンマー
３　位　比屋定　ベストプレーヤー賞　平良さわやか

１月 日
土曜

㎞
㎞
㎞
5㎞

1月 日
日曜

㎞
㎞
5㎞

:
:
:
:
:
:
:

:
:
:
:
:
:
:

:
:
:

:
:
:
:

大人１日500円・２日間1000円、町内の幼児・小・中・高校生は無料です
（小学生以下の児童は、保護者または引率者といっしょに参加してください）
弁当・レセプション等の希望者は1/6までにお申込み下さい（別途料金）　 
久米島町役場　　（仲里庁舎）福祉課 TEL 985-7124 　　（具志川庁舎）教育委員会 TEL 985-228 7
のんびりウォーク実行委員会事務局（久米島町観光協会内）　　TEL 8 96-701 0　FAX 896-707 5

2014年 受付・スタート・ゴール会場は
二日間【ほたるドーム】です 距離 受付開始 出発時間

申込窓口

町　民
参加費

ゴール受付時間出発式

久米島のんびりウォーク 申込み受付中 !!

時～ 時
急いで歩いても
午前中の受け付
けはできません
時～ 時

ヨンナ～歩い
てきて下さい

Ａ クジラの見える丘とホタルの里コース
Ｂ リーフの見える道とホタルの里コース
Ｃ ホタルの里　コース
Ｄ ファミリーコース（ホタル館往復）
Ｅ 宇江城コース
Ｆ だるま山花の道コース
Ｇ ファミリーコース

優勝
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（１）農業委員会総会（許認可業務の審議会）が
開催されました

農業委員会は、農業生産者の基盤となる優良農地を
守り、有効利用する為の取り組みを主な業務としてお
ります。
　町農業委員会では、 月 日仲里庁舎において、平
成25年度第７回農業委員会総会を開催しました。審
議としましては、農業者等から申請がありました、次
の案件です。
①農地法第３条許可申請（農地の売り買い及び貸し借り
をする場合、所有権の移転等賃借権の設定等の許可

】件4【 ⇒   ）請申
※第３条許可申請案件は、農業委員の審議の上、全会一
致にて許可されました。
②久米島町農業振興地域整備計画の変更について ⇒
【3件】　　　
※久米島町長より申請があり農業委員の審議の上、全
会一致にて承認されました。

（２）平成25年度農業委員研修会が実施され
ました

　 月 日に、南部地区市町村農業委員を対象とした

お問
合せ

研修会（沖縄県農業会議主催）が、南城市大里農村環境
改善センターにて開催され、南部 市町村から        
人の農業委員が出席しました。本研修会は、①農業

委員会をめぐる情勢と課題について、②農地法につい
て、③農地基本台帳整備について、④農業共済制度に      
ついて  を テーマに開催されました。久米島町農業委員
も17名全員が出席し、農業委員会や農地制度を巡る規
制・制度の改革（農地中間管理機構（仮称）の創設、      
農地基本台帳の法定化等）の動き等、これからの農業委
員会のあり方や業務・役割・活動要領等を習得する有意
義な研修でした。

 

※平成 年度第9回（ 月）農業委員会総会の開催期日 
　⇒ 月 日（水）
※許可申請書及び届出書等の申請締め切り日
 ⇒ 月 日（月）

農業委員会 ☎985-7141
仲里庁舎　2階

・救　急 ……………… 29件（２98 件）
・風水害 ……………………０件（０件）
・火　災 …………………… 0件（７件）
・捜　索 ……………………１件（３件）
・救　助 ……………………１件（４件）
・その他 ……………………０件（８件）
　　　　　　　  計　３１件（３２０件）

９月出動状況（　）は、平成２５年累計

第8回幼年消防クラブ合同交流会
　11月8日に幼年消防クラブ合同交流会が消防本部
で行われました。
　この交流会は、幼年消防クラブ員の交流を深め、あわ
せて火災予防の一層の普及を図ることを目的とし、総勢
166人のクラブ員が、綱引きやリレー大会、消防車見学
などを行い、火災予
防の意識向上に役
立てることができま
した。
 

※火災の早期発見と『逃げ遅れ』を防ぐために住宅用火
災警報器を設置しましょう

電力設備に関する講習会を開催
　去った10月4日沖縄電力（株）職員2人を講師に招
き、電力設備に関する講習会を開催しました。
　この講習会は、近年の社会状況を反映して、電気に起
因する火災が増加傾向にあることから、消防活動時の電
気知識の習得を目的としました。
　本講習会において、電気に関する基礎知識、消防活動
における電気の遮断対応、断線した電線の処理方法な
ど詳しい説明があり、今後の消防活動を遂行するうえで
大変有意
義な講習
会になり
ました。
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　「しまのゆんたくin久米島」が11月7日から8日までの2日間、イーフ情報プラザにて開催されました。主催は内閣府
を」～てし指目を島米久・ーナンラトンロフの国立源資洋海～"す興を国てし耕を海"国興海耕「、で局務事合総縄沖

島」の創出に向けて、というテーマで議論が行われました。アドバイザー4人、久米島町のキーパーソンとして産業、エ
ネルギー、サービスの分野から6人、平良町長、沖縄県商工労働部産業政策課の古堅副参事、内閣府沖縄総合事務
局から河合事務局長を含む6人が議論に参加し、海
洋資源の利用について熱く議論が交わされました。 

ふに本日・家国洋海「、りよに長町良平はで式会閉　
さわしい未来を、大洋臨む、ここ沖縄・久米島から
創っていくことを宣言します」と海洋立島宣言が行わ
れました。 

　10月17日～18日にかけて、農畜産業振興機
構主催による平成25年度さとうきび・甘蔗糖関係
検討会が具志川改善センターで行われ、沖縄、鹿
児島の生産者、糖業関係者、国や県、研究者など
約200人が参加し、情報提供や意見交換会が行
われました。
　意見交換会では、農業生産法人有限会社久農
会代表の喜久里猛氏により久米島のさとうきび生
産の課題として、生産者の高齢化、機械化の推進
による山間地の問題や有効台数の確保などの課
題があげられ、これらの課題への対応について活
発に意見交換が行われました。

　「第53回東京久米島郷友会総会・懇親会」が、10月13日に東京で開
催され、今年も250人近くの島出身者や久米島好きの方々が集まりまし
た。さらに久米島からも多くの企業の協賛があり、懇親会は大いに盛り上
がりました。
　久米島町からは半嶺久米島高校校長が出席し、久米島高校の島外生
徒受入れの説明しました。
　また、沖縄・球美の里の理事長広河隆一氏も出席され、球美の里の紹
介を行いました。

～耕海興国～

久米島出身者が集う！～東京久米島郷友会～

平成 年度さとうきび・甘蔗糖関係検討会

■アドバイザー
琉球大学学長 大城 　肇 氏
琉球大学副学長 仲座 栄三 氏
佐賀大学教授 池上 康之 氏
東京大学大学院新領域創成科学
研究科特任研究員 大内 一之 氏
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■
出
張
無
料
法
律
相
談 

相
談
内
容　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー（
通

称
：
法
テ
ラ
ス
）か
ら
出
張
派
遣
さ
れ
る

弁
護
士
が
、資
力
の
乏
し
い
方
々
を
対
象

に
、刑
事
事
件
を
除
く「
家
事
事
件
や
多

重
債
務
事
件
」な
ど
法
律
に
関
す
る
幅
広

い
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

※

相
談
は
無
料
、秘
密
厳
守
で
す
。 

日
時　

12
月
３
日（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時 

場
所　

仲
里
庁
舎
１
階
会
議
室 

お
問
合
せ　

町
民
課　

　

☎
９
８
５‐

７
１
２
３

■
法
律
相
談

相
談
内
容　

財
産
、相
続
、扶
養
、人
権
、金

銭
、貸
借
、契
約
な
ど
の
法
律
問
題 

日
時　

12
月
10
日（
火
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

場
所　

仲
里
庁
舎
１
階
会
議
室 

※

相
談
は
無
料
、秘
密
厳
守
で
す
。 

お
問
合
せ　

町
民
課　

　

☎
９
８
５-

７
１
２
３

　

戸
田
司
法
書
士　

　

☎
０
９
０‐

１
８
５
７‐

４
８
０
４

■
法
務
局
職
員
に
よ
る

　

出
前
講
座 

内
容　

法
務
局
で
は
、相
続
、遺
言
制
度
や

登
記
手
続
き
な
ど
、そ
の
他
く
ら
し
に
役

立
つ
様
々
な
講
座
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
久

米
島
町
ま
で
出
前
し
無
料
で
講
座
を
開

設
し
ま
す
。 

日
時　

12
月
19
日（
木
）

場
所　

申
込
者
希
望
指
定（
法
務
局
と
調

整
し
決
定
） 

申
込
み　

各
字
公
民
館
に
配
布
し
た
チ
ラ

シ
の
講
座
内
容
等
を
確
認
し
、申
込
書
を

那
覇
地
方
法
務
局
総
務
課
に
提
出 

お
問
合
せ　

税
務
課　

　

☎
９
８
５‐

７
１
２
７ 

　

那
覇
地
方
法
務
局
総
務
課　

　

☎
０
９
８‐
８
５
４‐

７
９
５
１

■
巡
回
登
記
所 

内
容 

各
種
登
記
申
請
書
及
び
登
記
事
項
証

明
書
な
ど
の
受
付
や
そ
の
他
、不
動
産
の

相
続
登
記
や
売
買
登
記
、又
は
、会
社
の

役
員
変
更
登
記
な
ど
で
お
悩
み
の
方
は
、

那
覇
地
方
法
務
局
の
登
記
官
が
適
切
に

対
応
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。 

日
時　

12
月
20
日（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

場
所　

仲
里
庁
舎
１
階
会
議
室 

お
問
合
せ　

税
務
課　

　

☎
９
８
５‐

７
１
２
７

■
人
権
相
談
所
の
開
設

相
談
内
容　

近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、家
庭
内

の
も
め
ご
と
、い
じ
め
、体
罰
等
に
関
す
る

問
題
な
ど
、人
権
に
関
わ
る
す
べ
て
の
こ

と
が
相
談
の
対
象
で
す
。 

日
時　

12
月
11
日（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

場
所　

仲
里
庁
舎
１
階
会
議
室 

※

相
談
は
無
料
、秘
密
厳
守
で
す
。 

お
問
合
せ　
　

　

町
民
課

　

☎
９
８
５‐

７
１
２
３ 

　

那
覇
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課　

　

☎
０
９
８‐

８
５
４‐

１
２
１
５ 

■
平
成
25
年
度 

産
業
ま
つ
り 

　

第
12
回
産
業
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

日
時　

12
月
８
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

場
所　

具
志
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ　

産
業
振
興
課

☎
９
８
５‐

７
１
３
４

■「
久
米
島
・
島
こ
と
ば
調
査

　

の
つ
ど
い
」開
催
に
つ
い
て 

内
容 

国
立
国
語
研
究
所
の
久
米
島
方
言
調

査
に
伴
い
、下
記
の
内
容
に
て「
久
米
島
・

島
こ
と
ば
調
査
の
つ
ど
い
」と
題
し
た
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。入
場
無
料
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
多
く
の
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

日
時　

12
月
４
日（
水
）　

　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

場
所　

久
米
島
博
物
館 

　
「
久
米
島
方
言
に
つ
い
て
」

　
　

仲
原
譲（
琉
球
大
学
非
常
勤
講
師
） 

　
「
久
米
島
の
こ
と
ば
を
語
り
継
ぐ
こ
と
」

　
　

當
山
奈
那（
琉
球
大
学
大
学
院
博
士 

 

後
期 

課
程
） 

　
「
ウ
ラ
ン
ダ
ー
の
琉
球
諸
語
を
調
査
す
る

　

経
験
」　

　
　

ハ
イ
ス
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ル
ベ

　
　
（
琉
球
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
） 

　

主
催　

国
立
国
語
研
究
所
・
久
米
島
町 

　
　
　
　

教
育
委
員
会

お
問
合
せ　
久
米
島
博
物
館

　

☎
８
９
６‐

７
１
８
１

■
平
成
26
年
度
泊
高
校
通
信

　

制
課
程
生
徒
募
集

募
集
対
象　

一
般
入
学
・
転
入
学
・
編
入
学

募
集
定
員
・
通
学
区
域

　

課
程
・
通
信
制

　

学
科
・
普
通
科

　

定
員
・
２
５
０
名

1

2
3
4
5

8
10

11

13

15

17

18
19

20
21

22

23
24
25
26
27

1/1
1/6

1/7
1/8

日

月
火
水
木

日
火

水

金

日

火

水
木

金
土

日

月
火
水
木
金

水
月

火
水

集落外清掃
久米島中体連新人球技大会
区長会（具志川改善センター）
出張無料法律相談（仲里庁舎１階会議室）
ヨガ教室 18：00～19：30 老人福祉センター
予防接種（DTP・ポリオ・四種混合・Hib・小児肺炎球菌）
14:00～15:00 仲里庁舎
第21回職域フットサル大会（～6日）体協主催　
ホタルドーム
第12回久米島町産業まつり
妊婦教室（妊婦編）10:00～12:00 仲里庁舎1階
法律相談　9:00～17:00 仲里庁舎1階
ヨガ教室　18:00～19:30　老人福祉センター
人権相談所　10:00～16:00 仲里庁舎1階
離乳食教室  （中期）9：30～12：00　
 （初期）13：30～16：00
仲里改善センター
久米島町ふれあい駅伝大会
家庭の日・ファミリー読書の日（第3日曜日）
議会（12月定例会）（～19日）
離乳食教室 （後期）9：30～12：00
 （完了期）13：30～16：00
仲里改善センター
ヨガ教室　18：00～19：30 老人福祉センター
予防接種（DTP・ポリオ・四種混合・Hib・小児肺炎球菌）
14:00～15:00 仲里庁舎
巡回登記所 10:00～16:00 仲里庁舎1階
久米島町・佐賀市中学生交流会（～23日）
沖縄県立芸術大学移動大学ＩＮ久米島　13:00頃
清水小学校ほか
集落内清掃（幼児児童生徒CGG運動を兼ねる）
沖縄県立芸術大学移動大学ＩＮ久米島　9:00頃
清水小学校ほか
天皇誕生日
妊婦教室（出産編）10:00～12:00仲里庁舎1階
2学期終業式（幼・小･中）
冬季休業日（～1月5日）
仕事納め
沖縄県伝統芸能公演（伝統組踊）　
具志川改善センター   開場 17:30  開演 18:00
元旦
仕事始め
3学期始業式（幼･小･中）
平成26年久米島町新年会
18：00～ 具志川改善センター
区長会（仲里庁舎）
平成26年消防出初め式

願
書
受
付
日
時

　

平
成
26
年
２
月
６
日（
木
）〜
２
月
７
日（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

願
書
受
付
場
所

　

泊
高
校　

※

北
部
・
離
島
は
郵
送
可

お
問
合
せ

　

沖
縄
県
立
泊
高
等
学
校
通
信
課
程

　

☎
０
９
８‐

８
６
８‐

１
２
３
７

　

久
米
島
協
力
校
世
話
係（
保
久
村
）　

　

☎
９
８
５‐

２
６
６
５

■
平
成
26
年
久
米
島
町
新
年
会

日
時　

平
成
26
年
１
月
６
日（
月
）

　
　
　

午
後
６
時
〜

場
所　

具
志
川
改
善
セ
ン
タ
ー

会
費　

１
，０
０
０
円

12/1 ～ 1/10 の主な日程

編
集
後
記

　

久
米
島
マ
ラ
ソ
ン
が
第
25
回
を
迎

え
ま
し
た
。

　

始
ま
っ
た
の
は
私
が
１
歳
の
頃
で
、

物
心
つ
い
た
頃
に
は
島
が
賑
わ
う
こ
の

時
期
を
待
ち
遠
し
く
思
う
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
年
に
一
度
の
大
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
久
米
島
を
盛
り
上
げ
続
け

て
ほ
し
い
で
す
。（
ふ
さ
と
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

沖
縄
・
球
美

の
里
に
寄
付
の
あ
っ
た
看

板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

　

広
報
く
め
じ
ま
11
月
号「
ま
ち
の
話

題
」で
看
板
の
寄
付
が
あ
っ
た
こ
と
を

お
伝
え
し
ま
し
た
が
、先
日
県
道
沿
い

の
球
美
の
里
入
口
付
近
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
看
板
は
、寄
付
し
て
頂
い
た
仲

宗
根
直
樹
さ
ん
、田
場
勝
治
さ
ん
、宮

良
耕
史
郎
さ
ん
の
他
に
も
、看
板
の
下

地
処
理
に
つ

い
て
、（
有
）ね

は
家
具
木
工

さ
ん
の
提
供

が
あ
り
ま
し

た
。

川上博久さん

（字比嘉）

【人権擁護委員】

お
問
合
せ　

総
務
課
☎
９
８
５
・
７
１
２
１

■
平
成
26
年
久
米
島
町
成
人
式

日
時　

平
成
26
年
１
月
12
日（
日
）

場
所　

具
志
川
改
善
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ　

総
務
課
☎
９
８
５
・
７
１
２
１
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